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はじめに
　現在の新潟県域にほぼ該当する越後国、佐渡国に於いては、有史以来、文献で確認を
することが可能な事象に限定してみても数多くの天災、地変が発生し、その度に住民等
を苦しめて来た。しかし、人々はその様な災害を、止むを得ないものとして受け止めて、
克服しながら現在に至る地域社会を形成、維持、発展させて来た。筆者は、既に当該地
域における災害史の内、古代、平安時代初期に至る迄の事例の検出と分析、それに人々
の対処法の歴史については発表を行なっている。本稿は、その続編として作成したも
のであり、更に続けて平安時代中、後期に至る期間を研究対象とし、文献史資料により
確認することができる各災害事象に就き、主として気象に拘わるもの〔疫病（伝染病）、
自然現象を含む〕と地震に拘わるものとについて、夫々の災害に対し当時の人々がどの
ように対処をしようとしていたのか、そしてどのような災害観を持っていたのかを、各
災害事例の検出と共に、可能な限り検証してみたいと考える。
１．平安時代前半期の越後国、佐渡国に於ける災害発生の状況
　平安時代の初期、文献史料による限りに於いての、新潟県で最初の地震発生を確認す
ることができる。「三代実録　巻七　清和天皇」貞観５年（８６３）６月１７日条には、「戊申。越
中。越後等国地大震。陵谷易処。水泉涌出。壊民廬舎。圧死者衆。自此以後。毎日常
震。」とあり、新潟県の西隣の地域にあたる越中国と、当越後国とで大地震が発生したと
する。「越中。越後等国」とあることから、新潟県内に於いても、より富山県側に近い場
所で大きな揺れを感じたのであろう。少なくとも、「現在の下越地方は被災地より除外」
して良いのではあるまいか。一般的に地震による地表での揺れの大きさは、①地震その
ものの規模（マグニチュード）、②震源よりの距離、③表層地盤の状態、の３つの要素に
よって決まるとされているが、内閣府による震度分布の推計調査報告書〔内閣府政策統
括官（防災担当）「表層地盤のゆれやすさ全国マップについて」２００５年１０月１９日〕によれ
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ば、新潟県内で比較的揺れやすい地域は、新潟市を中心とした新潟平野、頸城（高田）
平野の海岸部、柏崎市の海岸部、佐渡の国中平野海岸部であり、「計測震度増分」１．０～
１．６５の地域に該当する。又、富山県に隣接する糸魚川市の西部地域では、この逆に「計
測震度増分」－０．９５～０．０であり、揺れにくい地域が広がっている。富山県内で比較的
揺れやすい地域は、富山市より氷見市にかけての海岸・平野部であり、「計測震度増分」
１．０～１．６５の地域に該当する。この反対に県の南部から東部にかけての山岳地帯では
「計測震度増分」－０．９５～０．０の揺れにくい地域が広がっている。特に両県の県境付近、
所謂親不知・子不知といった、北アルプスが海岸にせり出している場所に迄－０．９５～０．０
の地域が分布しているのが特徴的である。つまり、両県の県境を挟んだ地域は、地震の
揺れが比較的小さい、地盤の固い地域であるとされているのである。それにも拘らず、
当該地域に於いて大きな被害を出す地震が発生したとあることから、この地震自体の規
模（マグニチュード）がかなり大きいものであったことを示していると言えよう。人々
が古来より利用し易い様な高地、低地には、常に湧水があるが、そうした、人々の生活
する集落でかなりの被害が発生したというのである。「水泉涌出」とあるので、ある場
合には地下水位の高い砂質土の地盤が一時的に液状になる現象、つまり「液状化現象」
が発生していた可能性も指摘されるのである。その被害を蒙るのは、多くの場合、海・
河川・湖沼沿岸部、埋立地、砂丘地帯、三角州、かつて河川・水田・湖沼等であった場
所等である。しかし、平成１６年（２００４）１０月２３日に発生した、新潟県中越地震の場合の
様に、震央が内陸部であり、信濃川や魚野川に沿った地域が事例としては多いものの、
内陸部分の見附市、長岡市、小千谷市、川口町、魚沼市、柏崎市等でも地盤の液状化に
よると見られる噴砂、噴水の被害が起きており、必ずしも海岸、河川沿岸部だけに液状
化現象が発生しているとも限らない。日本地震工学会等の共催による「平成１６年　新潟
県中越地震被害調査報告会」では、若松加寿江、吉田望、規矩大義氏らによって、当該
地震により液状化が発生した土を、その地形や地盤特性から、①信濃川の旧河道、自然
堤防、ポイントバー（蛇行州）等の河成砂、②扇状地性の砂礫地盤に於ける砂利採取跡
地の埋め戻し土、③腐植土が堆積する軟弱地盤上の盛り土、④腐植土が堆積する軟弱地
盤上の埋め戻し土、というように分類されており、これによれば、何らかの人為的な力
の加わった場所での被害発生が多くなっていることが明らかになったと言えるであろう。
９世紀当時の新潟県域に於いては、人為的に表土に対して、大規模に手を加える様な状
況は殆ど無いと言っても良いであろうから、「水泉涌出」による被害は①を中心とした、
水により関係の深い地域でその多くが発生していたものと考えられる。ただ、９世紀当
時は現在よりも更に、低湿地帯が下越地方の平野部を中心として広範に広がっていたと
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推測されているので、液状化現象による被害は現在と比較しても、拡大して発生してい
たに違いない。
　また、この様に地震によって地盤の液状化現象が引き起こされた可能性がある一方、
民家が破壊され、その下敷きとなって多数の「圧死者」が出たとしている。建物倒壊に
より圧死者が多く発生するという被害は、現在でも共通していることである。しかし、
ここで二つの疑問がある。一つ目は、当該期の新潟県域の中心地、つまり県内の他地域
と比較しみても、人々がより多く居住するような、政治、文化、経済上の中心地がどこ
にあったのかという疑問である。民家が押しつぶされ、多くの圧死者が出ていると記述
されているので、ある程度の規模を持った集落や町の存在が無ければならない筈である。
一見して、大被害の発生が確認されるという前提であれば、集落や町に着目する必要も
あるであろう。当該期に王朝の地方行政官である国司らが、郡衙の郡司らを動員してま
でも、管内の地震による被害調査を実施したという形跡は今のところ無く、当該被害報
告は、国司らが国衙より見て回れる範囲内での被害状況であると考えた方が、より合理
的であろう。そうであるとするならば、やはり上記の前提がなければならないであろう。
勿論、「国」の中心地にだけ集落や町があるということでもないが、より多くの人々の
存在が想定されるのは地域の中心地であろう。二つ目の疑問は建物の建築様式の問題
である。「圧死」の被害が発生するには、建物の構造が重厚でなければならない筈であ
る。言い換えれば、屋根が重くなくてはならない。当該期の一般的な建物で、二階以上
のものは少ないであろうから、「圧死」という観点では、特に天井（屋根）の構造を問
題にする必要がある。９世紀段階に於いて、建築物は官衙（中央官庁の建物、国衙や郡
衙といった地方政府の建物）、貴族や豪族の屋敷、仏教寺院、神社の様に、ある程度恒久
的で耐久性もあり、公的性格も帯びているもの（以下Ａと呼ぶ）、及び一般人民の家屋
〔「民廬舎」（以下Ｂと呼ぶ）〕とに大別されるであろう。Ａの一般的な構造であるが、特
に重要な建物は礎石建物とし、それ以外は日本在来の構法である掘立柱建物であったが、
平城京内の貴族の屋敷には既に板敷きの床が張られていた。木造建築ではあるが、ある
程度重厚な構造である。寺院建築では、６世紀の中頃に朝鮮半島経由で伝来した土壁、
屋根瓦の採用等、日本在来の構法とは異質で恒久的なものが採用された。しかし、それ
故に屋根の重量が増し、特に地震等が発生した際には不安定感が増大し、建物倒壊の危
険性も高まる。現在でも、「地震の時には神社や寺には近づくな」とよく言われるのは、
上屋構造が堅牢で重く（重心が高く）、倒壊の危険性が高い為である。ただ、北陸地方で
は相対的に遺跡よりの瓦の出土例が少ない。新潟県域ではこの傾向が更に強く、佐渡国
の国分寺の事例を除けば、瓦の出土例が少ない。これは、元々当地では寺院の建立数が
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少なかったことに加え、総瓦葺きではなく、屋根の一部分にだけ瓦を使用したり、茅葺
き、板葺きの屋根の採用等、財政的、技術的な理由の他にも、雪国での瓦の使用には、
技術的な困難があったかららしい。そしてＢであるが、７世紀頃からは、畿内で掘立柱
建物の住居が、それ迄主流であった竪穴住居に取って代わって行った。これには、床を
張る高床式と土間のままで使用する平地式とがあるが、新潟県内に於いても、上越市の
今池遺跡群、旧南魚沼郡六日町の金屋遺跡、旧北蒲原郡豊浦町大字天王字曽根の曽根遺
跡、旧中頸城郡柿崎町大字柿崎字上の山の木崎山遺跡、長岡市白鳥町字蛇山の蛇山
（じゃやま）遺跡等に見られる様に、全県に於いて普及して行ったらしいが、大半の人々
の住居は、床の無い平地式であったとされている。ただ、関東地方等の東国に於いては、
竪穴住居が平安時代に入っても尚、一般的であったとされ、古墳時代中期～平安時代に
かけての「自然村落」の跡である十日町市西本町一丁目の馬場上遺跡でも、竪穴住居４４
棟、掘立柱建物６棟が確認されている。このことは、本県に於いては平安時代に入って
掘立柱建物が普及するものの、一般的な人々の家屋は依然として竪穴住居であったこと
を示しているのである。竪穴住居には、屋根を支持する為の桁や梁が設けられ、棟木を
組んで、屋根を直接支持する垂木が上げられて、その上に草葺きされた屋根を乗せた。
「小屋組み」と称されるこうした上屋構造はでは、屋根は地表面まで葺き下ろされてい
たと推定されている。つまり、竪穴住居は相対的に重心が低く、屋根が地表面に直接的
に接している為、これが一種の耐力壁の役割も果たしていたと考えられ、地震による揺
れにはある程度の耐性があったものと思われる。上部に桁や梁、垂木といった部材が設
けられ、それらの接合部の技術は長い間稚拙な段階にあったとしても、上屋にＡ程の
重量のある部材は使用されておらず、Ａの建築物とは反対に、仮に地震等で倒壊したと
しても、少なくとも居住者が「圧死」するという可能性は低いと考えられるのである。
では、当該地震における「圧死者」とは、一体如何なる被害者であったのであろうか。
つまり、以上述べて来た様に、竪穴住居では屋根が比較的軽い為に、仮に住居が地震で
倒壊したとしても、「圧死」する様な事態にはなり難いと考えるのが自然であるが、何
故か「三代実録　巻七　清和天皇」の記事では「壊民廬舎。圧死者衆。」としているのである。
勿論、竪穴住居が、地震による強い揺れで全く倒壊しない訳ではなく、桁や梁、垂木の
落下によって運悪く死亡してしまう可能性も否定することはできない。しかし、そうし
た被害者が多数出ているとすれば、それは違う要因によって引き起こされたものであろ
う。最も考えられ得るのは、Ａの建築物によって圧死した人々を、殊更に民家の倒壊に
よって死亡したことにすり替えたのではなかろうか。Ａの建物は重心が高くなっている
分、振動によって倒壊し易いが、そうした官衙や寺院等の倒壊によって圧死した人 （々多
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くは官人や官衙に奉仕する一般の人々、僧侶であろう。勿論、これらとは全く関係の無
い一般の人々も多少は含まれるであろうが）を民衆に置き換えれば、朝廷からの支援も
受け易いとした、国司らの判断があったとしても不思議ではないかもしれない。朝廷に
対する虚偽の報告ということにもなるが、悪意からではなく、窮民救済といった観点よ
りの措置であったのかもしれない。以上は推論であって一寸穿った見方かもしれないが、
全く根拠の無いことではないであろう。
　そして、この度の地震では、毎日の様に余震（勿論、ここでは有感地震のことである
が）が多く発生していたとするが、これは上記中越地震の時と共通した特徴である。気
象庁が発表した「平成１６年１０月　地震・火山月報（防災編）」の「特集．平成１６年
（２００４年）新潟県中越地震について」（同月報４１～８７頁）によると、中越地震は同年１０月
２３日１７：５６に発生した地震（Ｍ６．８）を本震とする、「本震―余震型」の地震活動である
とされ、それ以降同年１１月１０日に至るまでの期間に於いて、震度５弱以上を観測した地
震が１７回に及んでいる。これは、本震からの経過日数９日までの期間だけを比較してみ
た場合、それまで余震の多い地震であるとされて来た、昭和１８年（１９４３）の鳥取地震
（本震Ｍ７．２）や同２０年（１９４５）の三河地震（同Ｍ６．８）に於ける余震発生回数を大きく
上回っているのである〔同月報８６頁「図５―８　過去の主な地震と新潟県中越地震の余
震発生回数比較（Ｍ４．０以上、１１月１０日２４時まで）」の表による〕。そうであるとすれば、
当該貞観５年の地震に於いても、毎日の如く余震の被害に悩まされていたということは、
十分納得することもできるのである。当該地域に於いて発生する地震の１つの特質とし
て、“頻繁な余震活動を伴なう”ことが既に明らかになっていることから、当時もこの
タイプの地震が発生していたとしても何ら不思議ではないであろう。
　さて、この平安時代当時の人々の対地震観を垣間見る上で興味深い史料がある。菅原
道真の漢詩文集である「菅家文草　巻第八」の中に、貞観１２年（８７０）３月２３日、彼が２６歳
の時に、省試（式部省が実施した文章生試）を受験し方略策（ほうりゃくのしゃく。令
制で最高の国家試験である文章得業生試に於いて出題された２題の論文のこと）が出題
される方略試を受けたが、その答案としての対策（たいしゃく）文が収められている。
その時の方略策の一題に「弁（ワキマウ）地震」（地震について説明せよ）という問題
が出題されたのであるが、道真の対策文には「游鳧寓言、定三年之一動。上志惟備、載
地者水徳霊長。先談已存、乗水者地形脈動。已云乗水、流波相薄、何得安存。亦曰、載
地同気相求、自斯可察。天道遠而人道近、（中略）五月丙丁、日至而泰山崩、四方川谷、
気通而飆風（ヒョウフウ。荒いつむじ風のこと）発。」とあり、地震に対する当時の
人々の認識の一端を窺うこともできる。ただし、これは試験の答案であるので、儒教、
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道教、仏教の三教を拠り所として答えているところもあって、当時の人々の一般的な地
震認識として純粋に捉えることもまた困難かもしれない。三年の一動とは、道真も言う
様に根拠の無いでたらめな話（游鳧寓言）で当時も真剣に信じられていた訳ではないの
であろうが、泰山（中国五岳の１つで、高くて大きな山の例え）でさえ崩れることもあ
るのだから、我々人間は天地自然の道理には逆らうことができない、としているのが正
直な心情なのであろう。
　ところで、この貞観５年という年は大風、不作、霖雨、地震、飢饉や疫病・咳嗽（嗽
咳、そうがい。せきのこと）の発生はあるものの、当該越中、越後国での震災を除けば、
災害という観点よりは、全国的にはこの時期としては比較的穏やかな年であったと言え
る。地震は、越中、越後国でのものを除けば、都での有感地震である４月１４日、閏６月
９日、８月８日、９月８日（以上、「三代実録　巻七　清和天皇」の記事による）に発生したも
ので、何れも小規模のものであって震央は不明であり、特段の被害報告も為されてはい
ない。又、疫病の発生に対しては「廿日壬午。於神泉苑修御霊会。（中略）所謂御霊者。
崇道天皇。伊予親王。藤原夫人（吉子）。及観察使（仲成ヵ）。橘逸勢。文室宮田麻呂等
是也。並坐事被誅。冤魂成�。近代以来。疫病繁発。死亡甚衆。天下以為。此。御霊
之所生也。始自京畿。爰及外国。毎至夏天秋節。修御霊会。（中略）今茲春初咳逆成疫。
百姓多斃（タオレル）。朝廷為祈。至是及修此会。以賽宿也。」（同記同年５月２０日条）
として、大内裏の南東にある天皇遊覧の園池である神泉苑に於いて、（管見の限り史料
上初見となる）「御霊会」が開催されている。これは清和天皇の勅命により国家的な行
事として執行されたもので、その目的は「御霊」、つまり鬼（れいき）を駆逐すること
であった。実はこの年の春には「勅班幣七道諸国名神。今春咳嗽流行。人多疫死。仍
名社神明。有感。因以賽之。」（同記同年３月４日条）とある様に、咳嗽の大流行があっ
て、百姓を始め多くの人々が病死するという状況があった。ここで言う「百姓」とは、
単に耕作に従事する小農民という意味ではなく、公田や初期荘園といった農地に対して、
農業経営の中核を成しつつあった富豪層のことである。そうであるからこそ、朝廷はそ
うした「百姓」階層の人々が多く病死する事態を放置することができずに、天皇自身が
乗り出さざるを得なくなった御霊会を、国家的行事として執行したのである。咳嗽とは
咳きの出る疾患のことであるが、多くの人々が死亡するに至ったとあることからも、何
らかの感染症であることに間違いないであろう。肺患、つまり肺結核の可能性もあるが、
その流行時期の特徴より、取り分け例年１月下旬より２月上旬にかけて流行のピークを
迎えるインフルエンザである可能性が高いかもしれない。ここでは、人口も多い都を中
心にしてその被害（感染）状況を述べていると思われるが、「始自京畿。爰及外国。」と
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あることからも窺える様に、感染拡大の予防措置を何ら取らなかった当時の社会的な状
況下、これが何らかの感染症であったとすれば、行き来する人々によって越後、佐渡国
にも疫病がもたらされていた可能性は高いと言わざるを得ないのである。インフルエン
ザの歴史は意外と長く、紀元前の古代エジプト、紀元前５～４世紀の古代ギリシャの医
師ヒポクラテスHippocratesの時代には既に高熱や咳の症状を示したインフルエンザと思しき
感染症があったとされ、近、現代に入っても尚、Ａ型インフルエンザウイルスによる世
界的な大流行が起きている。スペインかぜ（１９１８～１９１９年、２，０００万人以上が死亡）、イ
タリアかぜ（１９４６年）、アジアかぜ（１９５７～１９５８年）、香港かぜ（１９６８～１９６９年）、ソ連か
ぜ（１９７７年）等の様に度々パンデミックPandemic（感染爆発）を引き起こして、多数の死亡
者を出して来た。取り分け、重症型インフルエンザ、中毒性インフルエンザに感染する
と、感染症の悪性症候群を呈して２～３日で死に至る。肺水腫を伴なう型では気管麻痺
と出血により高い死亡率となる。単なる風邪などではなく、現代に於いても尚、死に至
ることもある恐ろしい病気であるが、当時の医療水準ではその確率が更に高まる。日本
に於いては、江戸時代に「お駒風」、「琉球風」、「谷風」等とその時々の世相を反映した、
インフルエンザと思われる悪性の流行性感冒が発生したとされる。「十巻本和名抄　二」
では「嗽　病源論云嗽＜亥束二音字亦作咳　之波不岐＞肺寒則成之」とあって、
「しわぶき」と発音した呼吸器系の疾患であるとしている。「史記抄　一四・扁鵲倉公列伝」によ
ると、「咳は二あり。咳嗽のしはふきと咳逆のしゃくりとなり」として、咳には咳嗽に
よって出るものと、咳逆（咳によるのぼせか？）によって咳き込む（「（しゃく）り」、
つまり「しゃっくり」）ものとがあるとしている。何れにしても、インフルエンザと疑
われる呼吸器系の疾患は、日本では少なく共平安時代には既に存在していたのである。
ただし、インフルエンザウイルスに感染することによって生ずる急性炎症であるなどと
いう認識は無いのであるから、未知の疾病に対する恐怖心は大変強かったのである。
　ここで、夏から秋にかけて御霊会を執行する目的が鬼を駆逐することであり、何故
鬼を駆逐する必要があるのかというと、それは鬼が疫病を引き起こし、その為に多
くの人々が犠牲になっているとしている点に注目しなければならない。つまり、疫病と
はある人が持っている感染症が、別の人へ次々と広まって行くという、病原体の感染に
よるものという意識は余り無く、寧ろ霊的なものの仕業によって引き起こされていると
いう考え方を強く支持しているのである。そもそも御霊会の執行時期が「毎至夏天秋
節」とあるのは、気温が上昇する疫病の発生時期とも合致するであろう。上下水道が不
備で、物理的に感染症を媒介する害虫の発生を許す不衛生な状態が疫病を発生させると
いう認識は無く、「そのこと」に思い当たる点のあった当時の人々は、謂れの無い罪に
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よって死に追いやられた先人達の「冤魂（怨魂）」が、今、我々にそうした災いを与えて
いると考えたのである。ここでは具体的に、崇道天皇、伊予親王、藤原夫人（吉子）、観
察使（仲成ヵ）、橘逸勢、文室宮田麻呂等の人々の名前を挙げて、大半は冤罪によっ
て葬られてしまったこれらの人々の怨恨の深さに改めて驚愕し、その霊を鎮めようと必
死になっていた当時の人々の姿を想起することができる。そして、その様な「冤魂」は
都に止まらず、「外国」、つまり都の外にも災いをもたらしていると考えたのである。そ
の結果が咳嗽の大流行なのであり、それは都を中心として冤魂により全国に広められて
行ったと考えたのである。元々「触人死穢」ことに対する当該期の人々の恐怖心は、現
在の我々が想像することもできない程大きかったのであるが、その端的なものが貞観１３
年（８７１）の春に「死穢」によって賀茂祭、平野祭、そして端午の節会までが中止や延期
になっていることである（「三代実録　巻十九　清和天皇」同年４月２１日、５月３日、同５日条）。
ましてや、その死の原因が冤罪によるものであったとすれば、「冤魂」と「死穢」とが
錯綜し、恐怖心のスパイラルを形成して行ったのである。
　さて、冒頭の越中、越後国での地震に話題を戻すが、当然当該地域での地震発生はこ
れが最初ではないと考えるのが自然であろうが、残念ながら、現有の文献史料よりそれ
を論及することは、現段階では無理である。況してやその当時の人々の対処法を究明す
ることも困難である。当該貞観５年の地震が、新潟県域に於ける人々の動向を知る上で
は、現在の文献史学の限界（上限）を示すものであると言えるであろう。ただ、日本に
於ける地震発生を示す初見の文献史料とされているのはこれよりも更に４００年程古く、
「日本書紀　巻十三　允恭天皇」允恭天皇５年（５世紀前半）７月１４日条に記された、河内での
有感地震の記事である。允恭天皇は、『宋書』に記載のある倭五王の内「済」に比定さ
れている人物で、１９代目の天皇であるとされている。当該記事には「五年秋七月丙子朔
己丑。地震（ナヰフル）。先是命葛城襲津彦之孫玉田宿禰。主　瑞歯別天皇之殯。則当
地震夕。遣尾張連吾襲。察殯宮之消息。時諸人悉聚無闕。」とあって、地震のことを当
時は「ナヰフル」と発音していたとされる。当該記事は、允恭天皇がその同母兄に当
たる故反正天皇（１８代）の殯宮（ひんきゅう。遺体を本葬するまでの間暫く安置してお
く仮の宮殿）の地震による被害調査をさせたとの内容であるが、記事の内容から見ても、
我々が想起するところの地震であると言っても良いであろう。ただ、殯宮大夫に任じら
れていた玉田宿禰はあろうことか殯所にはおらず、自宅で男女を交えた酒宴を開いてい
たというから、地震そのものの被害は少なくとも河内では大したものではなかったのか
もしれない。何故、貞観５年の越中、越後国の地震より遥か４００年以上も昔に発生した地
震の記事が残存しているのか、という疑問に対しては、それが当時の日本の政治上の中
新潟産業大学人文学部紀要　第１９号　２００８．３
－25－
心地で発生していたからに他ならない、と答えるべきであろう。日本に於ける地震関連
記事の残存状況には、著しい偏りが見られるのである。古代新潟県域は絶えず蝦夷と接
する地域であって、国域すら変遷を繰り返す状況下、対蝦夷政策という観点を除けば決
して中央政権の関心が高い地域であるとは言えなかったのではないであろうか。それ故、
元々記録自体も当該地域に於いては、数量的な意味で畿内地域程は多く作成されてはい
なかったとしても不思議ではない。つまり、人口も多く、政治上の要衝となっている場
所に対しては人々の関心も高く、そうした土地には「記録を残す能力がある（文字を記
すことのできる）人間がいた」ということなのである。『国史大辞典』の「地震」の項
にある「別表１　十年ごとの被害地震数の変化」には、６世紀～２０世紀にかけて被害を
発生させた地震の数がまとめられているが、これを見ると地震数が多い時期と少ない時
期とに分かれることが明らかとなる。９世紀、１６世紀、それに１７世紀以降に地震が多く
記録されている。これには地震そのものの数が比較的多い時期と少ない時期とがあった
ことも大きな理由として挙げられる。しかし、１７世紀以降、数量的に地震が増加傾向に
あるのはそれだけの理由からではなく、江戸幕府の成立によって政情が安定化路線に入
り、藩校や寺子屋の急速な普及と、それに伴ない庶民を中心とした層の教育水準が向上
することを以って、文盲率が低下して行くからであると考えられる。
　次に、貞観１３年（８７１）５月１０日条の「三代実録　巻十九　清和天皇」には、「十日乙卯。佐渡
国司言。兵庫震動。」という記事があり、佐渡国に設置されていた兵庫、つまり武器を収
納しておく倉庫で何か得体の知れない震動があったとする報告が、当国の国司より朝
廷に為されたとするものである。兵庫自体は朝廷が支配する武器の管理や出納を司った
律令制下の官司であって、都には兵庫（後には兵部省の所管となる兵庫寮に発展）が置
かれ、その他大宰府、国府、郡衙、城柵にも設置された。兵士と武器とを分離する、焼
失から武器を保護する等の理由が、兵庫設置にはあったとする。軍事施設の一部であ
る。相沢央氏によれば、当該兵庫震動記事は、９世紀後半期の緊迫した対外関係が反
映されているものであり、佐渡国に検非違使の設置〔元慶元年（８７７）〕、弩師（どし。
兵士に大弓の射撃法を指導する教師のこと。「弩」とはバネ仕掛けで石や矢を発射する、
当時としては強力な武器である）の設置（元慶４年）があったことからも、当国に差
し迫っている兵乱の予兆記事と推測されている。確かに、弩師は延暦１６年（７９７）に永
く停止する措置がとられたとされているので、その慣例を覆してまでも８０年振りに佐渡
国へ弩師を設置するというのは、当時当該地域での通常ではない事態が想定されていた
としても不思議ではない。同氏の分析では、兵庫の鳴動や震動、兵庫の皷が自鳴する記
事を、六国史中より２５例程検出されている。これを見ると、事件が発生しているのは、
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その多くが都より西の地域、つまり西国で起きているということである。都より東側の
地域では、美濃、伊勢国と佐渡国だけである。これは、上記のようなこの時期の国際情
勢からすれば当然のことなのかもしれないが、何故、佐渡国なのであろうか。考え得る
こととしては、佐渡国が律令政府により確実に掌握することのできる北陸道方面の北辺
部に当たり、８２０年代以降、日本国内に居住していた新羅人（帰化人を含む）を追放した
陸奥国等、東北地方に直接接していた地であり、尚且つ日本海に浮かぶ比較的大きな、
人口もある程度の規模を持った島国で、海流の流れてゆく方向より、外国人の着岸もあ
る程度予想されていたこと等が類推される。当時、兵庫とは主要な軍事施設の１つで
あったが、そこで鳴動や震動が起きるというのは、そこに収蔵されている武器の出番
が近いことを何らかの力（物理的、神威的なもの）を以って告知しようとした、遠方
よりの兵乱の予兆と捉えて差し支えないと思われるが、この現象は実際に外的な物理的
な力が加えられて起こったことなのであろうか。兵庫だけで発生していたとすれば、地
震等の地下より伝わって来る揺れによって引き起こされた可能性は低くなると思われる。
そうであるとするならば、当該事象は災害の範疇には入らないであろう。ただ、季節を
問わず、西国を中心とした日本各地でこの現象が起きていたと報告されているので、一
定の物理的な力が加わってそうした現象が起きていた可能性を全く排除することもでき
ない。実際に、兵庫の建物自体で振動が発生していたとするならば、落雷、突風、低気
圧や前線の通過、地震、（超）低周波音によるもの、共振・共鳴現象、急激な気圧の変化
による空振（火山の噴火等による）等、可能性はあるが、何れも当該現象に合致する様
な決定的な要素は含んでいない。寧ろ、実際には何も物理的現象は起こってはいなかっ
たと見るのが自然ではなかろうか。又は、兵庫の建物内に於いて卜筮を行なったのが時
間的には先であって、その際に用いた亀卜の亀を室内で焼くなどして、その温度変化に
よる影響で建物が軋んだり、皷の胴や皮が温度変化によって収縮して音を出した可能性
すらある。
　「三代実録　巻二十一　清和天皇」の貞観１４年（８７２）２月２１日条には、「辛酉。佐渡国言。紫雲
見。」という記述があり、佐渡国の国司より朝廷に対して紫雲が現れたとの報告があっ
たとする。ここで言う「紫雲」とは一体何であろうか。態々都へ報告する程の異様な雲
であるから、単なる綺麗な夕焼け雲ではないであろう。そもそも紫という語には、「神
仙又は帝王の住居の色」という意味があり、「紫禁」、「紫闕」、「むらさきの雲の原」等
といった使われ方をする場合は、皇居を意味する。「紫雲」には単に「紫色の雲」の意
の他に、「瑞雲」、つまり盛徳の君子の居る時にたなびくという紫色や五色のめでたい雲
の意もある。又、「むらさきの雲路」、「むらさきの雲の迎え」等の様に、人の臨終に際
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しての極楽浄土への雲の道を示す用法もある。総じてこの「紫」という語には、慶賀の
意が込められており、現在でも仏教寺院の山号として（「紫雲山　○○寺」の如く）用
いられている等、特に災害と結び付く様な要素は無い。可能性としては、当該記事が旧
暦の２月のことであることから、「太陽柱（サンピラー Sun pillar）」であるかもしれな
い。太陽柱とは、暈（かさ）haloの一種であり日の出や日没時に太陽を上下方向に串刺し
にした様な光芒が見える大気光学現象のことで、大抵の場合は太陽の上方向へ垂直の光
芒が昇り、その多くは冬季に観測される。その発現頻度は「幻日環」、「外かさ」に次い
で少ないとされる。つまり珍しい自然現象なのである。水平線に対して垂直の光芒が走
り、場合によっては空が紫色に見えることもある。もう１つの可能性としては「彩雲」
が考えられる。「彩雲」は地上より見て太陽付近にあった高層の雲の縁辺部が緑、ピン
ク色等のスペクトルの色に変化するものである。これは、雲の中に存在する微小水滴に
より太陽光が回折する為に発生する大気光学現象で、夏期にも冬季にも見られる。微細
な雲粒により、太陽から約１０度の範囲内では回折が原因となって現れ、１０度を超えると
干渉が原因となって発現するという。積雲、高積雲、巻積雲等の類Generaに見られるこ
とが多く、消えかかっている雲で見えることが多いとされる。ただ、光冠よりも雲粒の
粒径分布が広い為に、彩雲の方が雲の縁が広範囲に色づくことが多いとされているので
ある。一般的に、彩雲とは朝焼け、夕焼けを意味しているが、日本では古代より瑞雲、
慶雲、景雲、卿雲等として、めでたい雲とされて来た。古代に於いては、年号の中にも
神護景雲や慶雲等として取り入れられたりもした。当該佐渡国での紫雲は、災害とは反
対に瑞雲であると評価されて、その発生が都へ報告されたのであり、勿論、特段の被害
は発生していなかったのであろう。
　次に、「三代実録　巻三十二　陽成天皇」の元慶元年（８７７）９月２日条には「二日庚子。佐渡
国言。樹連理。」なる記事を載せている。これは、佐渡国の樹木に「連理」、つまり一つ
の木の枝が他の木の枝と相連なって、木目の相通じる現象が発生したことを、国司が
都へ報告したものである。木という植物に発生したものであるから、突然その様なこと
が起こった訳ではなく、正確に言えば連理の樹木を発見したということであろう。「中
華若木誌抄　下」には「連理は本を異にして、末同しき木也」とあるが、古来、連理（枝）
は吉兆とされて来た現象である。白居易の「長恨歌」には「在天願作比翼鳥、在地願
為連理枝」とあって男女、夫婦の仲睦まじい様子を例え、「連理の契り」、「連理の枕」
等の使われ方もして来た。当該期、佐渡国の国内の様相は「人心強暴。動忘礼義常好致
傷。」というものであったというから、かなり乱暴で、殺伐とした社会的風潮であった
に違いない。そうした風土的な背景もあって、平和で義理を重んじる風潮を定着させ、
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法による支配を貫徹させようとした律令政府の思いが連理枝の発見情報につなげられた
のかもしれない。何れにしても、連理枝自体は相利共生の一種であろうが、以上述べて
来た様な自然、気象現象を、吉凶の対比を以って判断しようとしていた政府の姿勢が特
徴的であり、佐渡国よりの吉兆に拘わる報告は、当該地域に住む人々の気性が「人心強
暴。動忘礼義常好致傷。」であるが故に彼らを教化し、それを何とか王朝の支配力が貫
徹する地域に編成し直し、「本夷狄之地」より王土の内に取り込もうとした結果である
と言うことができる。これには、前掲の相沢氏が指摘する「中世的王土思想」の萌芽す
ら読み取ることができるのである。佐渡国の国司による吉兆の報告は、その意味に於い
ては、律令政府への大きな貢献であった。
２．平安時代後半期の越後国、佐渡国に於ける災害発生の状況
　長治２年（１１０５）６月３日の記載がある「異本塔寺長帳　一」には、「長治二年乙酉六
月三日、北国ニ紅色雪五寸降、日本悪作飢饉、」との記事がある。福島県会津坂下町にあ
る心清水八幡神社所蔵の「塔寺八幡宮長帳」のこの記事によれば、恐らくは会津地方で
旧暦の６月初旬、つまり真夏に紅色の雪が五寸（約２０㎝弱）積もったというのである。
真夏に降雪があること自体稀有の例であるが、そもそも「紅色雪」とは一体何であろう
か。会津盆地は標高が２００ｍ前後で、それ程の高地という訳でもなく、盆地部では冬季に
於いても積雪が最大で１ｍ程度である。勿論、当該記事は真夏のことであるから農作物
に与える悪影響は否定することができず、冷害によって作物はかなりのダメージを受け
たものと推定され、飢饉をもたらしたとしているのである。この記事自体は会津地方に
関わるものであるから、直接新潟県域とは関係が無いが、この「紅色雪」の正体によっ
ては、隣接している新潟県域とも関わりが出て来る。一般的に、古代に於いては雪が降
ること自体は吉兆のしるしとされていたが、この場合「紅色雪」であるから、降雪によ
る被害は別として、色彩それ自体による現象としても吉兆である。「紅」に拘わる気象
語としては、「紅雨」、「紅雲」等があって、何れも肯定的な意味合いで使用されている
が、「紅雪（こうせつ、べにゆき）」には、紅色の雪、桃花や血の形容、薬用の化粧品と
しての意味がある。又、『日本国語大辞典』の「紅雪【べにゆき】」の項では、①春先
等に時々降る紅く色付いた雪、②大陸方面の黄砂が中に混じって色付いて見えるもの、
の２つの意味を登載している。この内、ここでは②の内容が該当する可能性がある。
「異常気象レポート２００５　近年における世界の異常気象と気候変動～その実態と見通し
～（Ⅶ）」（気象庁、２００５年１０月）の「３．２　黄砂」（２７７～２８６頁）によると、「黄砂」の主
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要な発生域である中国乾燥域のダストストームの発生には明瞭な季節変化があるとし、
「図３．２．２」（２７８頁）によれば、東アジアのダストストームの発生頻度は２～６月が多く、
特に４月には突出して多くなっていることが分かる。黄砂の発生は、強風の程度、地表
面の状態、植生の有無、粗度や積雪の有無、土壌水分量、地表面の土壌粒径等の条件に
よって年々変動が激しく、現在でもその長期的な傾向については明瞭にされてはいない。
１２世紀当時も黄砂と考えられる現象はあったであろうが、その発生頻度、規模や季節等
については不詳な点がある。旧暦の６月３日は、太陽暦では７月中旬に当たるので、黄
砂発生のピークの時期からは少しずれてはいるが、同レポート「図３．２．２」を見ても現
在では７月に全く発生していない訳ではないのである。黄砂自体は頻度や程度の差異こ
そあれ、年間を通じて発生しているのである。黄砂は勿論、偏西風にのって運ばれて来
るので、当然、会津地方の西側に当たる新潟県域でもその被害がそこよりも早く発生し
ていたことは、十分に考えられるのである。これには、黄砂が起きる条件となっている、
１２世紀当時の中国・日本付近を通過する低気圧のコース、中国西、北部に於ける降水量
（積雪量）、同地域に於ける地表の状態といった要素も追究されなければならない。では
一体、黄砂による具体的な被害というものは、どの様なものなのであろうか。環境省が
刊行した「黄砂問題検討会報告書」（同省黄砂問題検討会、２００５年９月）の「２．４．黄砂
の記録・被害」中の「２．４．１．黄砂の歴史記録」によれば、紀元前１１５０年の中国に於いて
既に黄砂の発生を示す「塵雨」なる語が行なわれていたとする。中国側史料中に於いて、
「雨土」、「雨砂」、「土霾（ばい）」、「黄霧」等と称される黄砂の沈降現象は、紀元３００年
以降「雨土」の発生年表が作成される迄に至っている。日本より時間的に早く黄砂の影
響を受ける、朝鮮半島に於ける最古の黄砂発生記録は、新羅の阿達羅王（阿達羅尼師今）
２１年（１７４）春１月条の「三国史記　巻第二　新羅本紀第二」中に現れる「雨土」の記載である。
これは時期的に見ても、黄砂交じりの雨である可能性が高いであろう。特に、「三国史
記　巻第二十一　高句麗本紀第九」中にある、高句麗の宝臧王３年（６４４）冬１０月条には、「平壌雪色
赤」という記事があり、晩秋に平壌で降った雪は赤い色をしていたというが、これは雪
に黄砂が混じった為であるとされる。これは、前掲『日本国語大辞典』の解説における
①の意に該当するものである。日本でも、史料中に「泥雨」、「赤雪」、「紅雪」、「黄雪」
等と記載されるのは、黄砂現象であろうと推定されているのである。歳時記では、黄砂
のことを「霾（つちふる）」と称し、春の季語としている。新潟県域に拘わる事象とし
ては、延徳元年（１４８９）３月２０日に、山陰から北陸にかけてのかなり広範な日本海側の
地域に於いて、夥しい「泥雨」が降り注いだという記録がある。この直後の同２６日に
は、近江国の守護六角高頼を追討するために、同国へ出陣していた室町将軍足利義尚が、
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陣中に於いて死去するという出来事があり、幕府権威の失墜や世の中の乱れを暗示する
ものとして、当該「泥雨」は人心を恐怖に落とし入れた。「泥雨」とは、この場合におい
ては凶兆であり、珍しい自然現象であったが為に畏怖の対象ともされたのである。
　さて、黄砂の具体的被害の発生状況では、勿論、地域（発生源となる中国黄土地帯よ
りの距離）によってかなりの違いが見られる。同報告書「２．４．３．黄砂・砂塵嵐の被害
状況」によれば、発生源に一番近接する中国に於いては、家屋の倒壊や消失、鉄道の埋
没、電気設備の破損、耕地や果樹園の埋没等、甚大な被害が発生しているが、韓国では
学校の休校、精密機器工場の操業停止、それに人体への悪影響（呼吸器、皮膚、眼科系
の疾患）といった被害が起きている。一方、日本への影響では、黄土を主体とする砂塵
により視程の悪化による航空機の運行障害、自動車や洗濯物といった屋外物への黄砂粒
子の付着といった現代的なものに拘わる影響の他、農業では、露地栽培の作物での黄砂
粒子の付着や日照障害、黄砂と共に飛来するヨトウガ（夜盗蛾。イネ科以外の殆どの植
物を食害すると言われる）による飼料作物への影響、それに人体、取り分け呼吸器系を
中心とした悪影響（肺部感染、心血管疾病、心筋梗塞、高血圧、脳卒中）があるとされ
る。最近では、花粉症患者の症状悪化の一因であるとの指摘もある。黄砂は、発生域で
巻き上げられて上空３，０００～５，０００ｍに迄上昇することもあり、これが偏西風に乗って日
本へやって来る訳であるが、日本へは低気圧と共に来襲する為、黄砂飛来の直後には急
激に気温が低下する場合もある。従って、これが農作物の生育期に当たっていた場合に
は、冷害の発生も想定される。
　１２世紀に黄砂によって日本で被害が発生していたとすれば、それは農業被害と、人体
への影響であろう。黄砂は、寒冷期にあっては沈降が３．７回／１０年、温暖期には２．１回／
１０年といった様に、寒冷な時期には増加する傾向が指摘されているが、発生源からの距
離が遠いこともあって、日本では問題となる様な直接的被害は、黄砂によって引き起こ
されることは無かったものと考えられるのである。寧ろ日本では、上述如く吉兆や春の
訪れを示すめでたいものとして認識されていたものと考えられる。それ故、黄砂飛来の
被害に対しては、１２世紀当時の日本では、特段の対策は立てられていなかったものと推
測される。
　さて、次に、承安４年（１１７４）１２月１５日の記載がある、「異本塔寺長帳　一」には、「承
安四年甲午十二月十五日、佐渡国人魚夥浮、其中二疋洛中ニ上ル、」という記事がある。佐渡国に
於いて、海上に人魚が大量に浮き上がっているのが発見されたというのである。記載よ
り判断すると、既に死んでいたものと思われるが、その内の二疋が都へ運ばれたという。
ここから、人魚を数える数詞は「疋」であることが分かる。『日本国語大辞典』の「に
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んぎょ【人魚】」の項を見ると、人魚とは特に女性であるが、上半身が人間で下半身が魚
の様態をした想像上の生き物であるとする。更に、山椒魚の異名でもあるとしている。
ローレライ、海人、八百比丘尼の如く、日本を含め世界各地で種々の伝説を残している
生き物である。人魚の出現自体は吉兆であるが、これを食すると若返るとの俗信もかつ
てあった。「人魚の鮨鳳凰の卵」の如く、滅多に食べることのできない珍味の例えとし
ても使われたりした。イルカ（海豚）、ジュゴン、マナティ、オオサンショウウオ（大山
椒魚）等の海獣や両生類をこれに見立てたとする考え方もあるが、当該佐渡国での事例
は明らかに海獣であろう。１２世紀当時の人々が、これを本当に人魚であると信じていた
のかどうかについては分からないが、「聖徳太子伝暦　下」推古天皇二十年条には、「太
子謂左右曰。禍始于此。夫人魚者瑞物也。今無飛兔出入魚者。是為国禍」、「十巻本和名
抄　八」には「人魚　兼名苑云人魚一名魚＜上音陵＞魚身人面者也　山海経注云　声
如少児啼故名之」とあり、又「色葉字類抄」では、「人魚　ニンギョ　魚身人面也」と
し、「山海経　西山経」には「丹水出焉、東南流、注于洛水、其中多水玉、多人魚」とあ
る。「聖徳太子伝暦　下」では、人魚自体をめでたいものとしているので、佐渡国で捉え
られた「人魚」も国家の吉兆であるとして都へ献上されたのであろう。「十巻本和名抄
　　八」の記載には、声が小児の様に甲高いとあるので、実際には何れかの海獣なのであ
ろう。今でも、水深２００ｍより深い海に生息する深海魚や哺乳類であるイルカ（海豚）、
鯨等が時々海岸付近にやって来たり海岸に打ち上げられたりすることがあるが、これが
何らかの海底の異変や海流、海水温、地磁気の異常が原因であるとするならば、その後
の地震や異常気象（冷害、旱魃、大雪、大雨、大風等）につながった可能性もある。
　最後になるが、平成１９年（２００７）７月、新潟県上越市大字今泉字用言寺にある用言寺
（ようごんじ）遺跡の発掘調査報告書が発表された。これによれば、現在の上越市や妙
高市付近に於いて、当該期に二つの大きな災害が発生していたことが分かる。一つ目
は、永祚元年（９８９）に比定される焼山の噴火とそれに伴なう火山灰の降下である（高
谷池火山灰層郡Ｃ，同書第４８図－ＫＧｃ）。これに先立つこと今からおよそ４，５００年前、
妙高火山は大噴火を起こし、この時に噴出したのが大田切川火山灰と大田切川火砕流で
あり、その後の土石流により用言寺遺跡は甚大な土石流災害を受けたとされる（写真
１）。現在に至る時間的な経過によって圧密がかかった状態でもおよそ１．７～３．０ｍもの
土石流の層厚（砂礫層）が確認され（用言寺土石流堆積物層）、この用言寺土石流は、巨
大なエネルギーを以って高田平野の西側に迄達したという。永祚元年の噴火に於いても
降灰があり、特に川跡では、ほぼ純層の状態に於いて最大で２５㎝もの厚さを以って検出
されている（写真３）。この降灰による土石流の被害も高田平野西部の関川に沿った地
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域で想定されるのである。二つ目は、文献上に未だ現れていない謎の地震の存在である。
同遺跡に於いては、先のＫＧｃの上層に地震によると見られる「噴砂」の痕が認められ
ている（写真３～５）。地震の痕跡は、幅２～３㎝，長さ２～３ｍの噴砂脈が現在の段丘
崖とほぼ並行する方向で多数確認されたとする。噴砂の時期は、永祚元年の降灰以降で
あり、尚且つ１３世紀以前であると推定されているが、その中でも１３世紀により近い時期
であろうとされている。当該遺跡に於いて確認されている噴砂の状況より、地震はか
なり強く大きな規模であったとされるが、今のところ、何故かこれに相当する地震の記
録は文献上には見当たらない。平安～鎌倉時代に該当するこの地震が何故記録に残され
なかったのかは不明であるが、中世にかかろうとする当該期に於いて、この地域に人々
の存在が無かったとするには無理があろう。又、災害の状況を記録する余裕も無い程凄
まじいものであったと考えることもできるが、それも少し説得力に欠ける。段丘上には、
１２世紀の後半より集落が形成されていたとするが、地震当時もそこで人々が居住してい
たとすれば、彼らにも甚大な被害が発生していた可能性もあるが、若しかしたら地震以
後にその集落は新たに形成されたのかもしれない。何れにせよ、高田平野に於いて、火
山や地震によると見られる災害が発生していたことは、当該地域が中世以降、新潟県域
の中心的な役割を果たしてゆく中で、地域の不安定な要素として付加されたと見ること
ができる。
∴以下に掲載した図版２点と写真５点は、２００８年１月に財団法人　新潟県埋蔵文化財調
査事業団の承認を得て、『北陸新幹線関係発掘調査報告書Ⅶ　用言寺遺跡Ⅱ』（註４７参
照）より転載したものである。同事業団の御厚意に対し感謝する次第である。
おわりに
　以上、平安時代中、後期に於ける災害発生の様相と、それに対して当時の人々がどの
ような対処をしようとしていたのかに就いて、検証を試みた。日本に於ける気象災害を
見てみると、１９２７年以降に於いては、台風、冷害、大火、大雨、大雪・雪崩、干害、暴風
雨・暴風雪・強風（低気圧によるもの）、濃霧、山林火災、地滑り、竜巻、長雨、寡照、
雹、雷、酷暑、赤潮害、突風、雷雨、土石流、波浪等が多く発生している。これら自体
は平安期と大した変化はないであろう。しかし、それらに対する人々の対処の様相は
違っていた。当該期には、勿論そうした自然災害に対して、その発生原因を追究しなが
ら対処法を立てるという手法は殆ど存在しなかった。寧ろ、それを仕方の無いものとし
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同書第４７図　大田切川火砕流堆積物の分布範囲と用言寺遺跡の位置（８３頁より）
て受け止めて、克服しようとしていた人々の姿が浮かび上がった。つまり、対症療法的
手法が採用されていたのである。或る場合には、それを吉凶の対比を以って評価し、又
或る場合には、この世に怨魂を残して非業の死を遂げた人々による仕業（つまり鬼）
と信じ、それを鎮めることで何とか乗り切ろうとした。特に、当該自然現象が吉兆を示
すと考えた場合には、結果的にそれが災害を人々に齎すものであったとしても、積極的
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同書第４８図　低地における基本層序と出土遺物（８６頁より）
に政治的活用を図った点が印象的である。この点に関しては、佐渡国に於ける事例が顕
著であった。又、黄砂と思われる現象に関しても、日本（特に新潟県域）では大きな被
害が発生していた痕跡は今の処見受けられないが、一旦それが社会的変動と時期的に重
なった場合には、恐怖心から人心を乱した可能性もある。そして、焼山の噴火や未知の
地震発生に見られた様に、頸城地域では、ここが新潟県域の中心地となりつつあった時
期以降に於いても、甚大な被害を出したと思われる災害が発生しているが、何故か史料
上には現れていない。この点の究明が今後の課題であると言えよう。
　ところで、「厚生」という語は厚生労働省、厚生年金の如く現在でも広く使用されて
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写真１　用言寺土石流・大田切川火山灰・下層２の検出状況（J1Tｒ　セクション、
北東から）〔図版１９頁より〕
写真２　遺跡近景（東から）〔図版２０頁より〕
Ⅴｂ
（下層１）
Ⅵａ
Ⅵｃ
Ⅵｄ
Ⅵｅ
Ⅶａ（下層２）
－36－
日本古代に於ける災害対処の文化史
写真３　噴砂と火山灰ＫＧｃの検出状況（２０Ｅ１２グリッド、西
から）〔図版２２頁より〕
写真４　噴砂の検出状況（１８Ｅ３グリッド、北から）〔図版２２
頁より〕
定着し、新しい語であるとのイメージもあるが、既に「続日本後紀」中にはこの語が記
されており、９世紀初頭には今の様な撫民というイメージが形成されていた。これには
勿論、窮民救済という人道上の意味合いも有ったが、そもそも課役対象となり、国家や
領主の財政を支える人々を安定的に確保するということは、彼らにとっては必須の条件
なのであり、その意味に於いても「厚生」という考え方は、人道上、そして国家、領域
噴砂
ＫＧｃ
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経営上という、全く異質の二つの面を持っていたと言うことができるのである。その為、
災害発生に際して、撫民することこそが「固本厚生」〔同記天長１０年（８３３）５月２８日
条〕であるという認識は、当時の為政者の中には既に有ったのである。
　
註
　小林健彦「災害の発生とそれへの人々の対処に関する文化史～古代新潟県域に於け
る事例の検出と人々の災害観～」〔『新潟産業大学人文学部紀要』（新潟産業大学東ア
ジア経済文化研究所）第１９号所収、２００８年３月〕参照。
　国史大系本（第４巻）『日本三代実録』（吉川弘文館）２０００年１２月、による。
　地震による液状化現象で、地割れが広範囲に渡って発生することもある。『朝日新
聞』（朝日新聞社）、同年１０月２５日付夕刊、３頁、「水田に段差、断層か～新潟中越地震
　信濃川左岸に数百メートル　小千谷市・越路町付近　山形大教授ら調査」記事参照。
　平成１６年（２００４）１２月２１日に建築会館ホールで開催された。日本地震工学会、土木
学会、日本建築学会、地盤工学会、日本地震学会、日本機械学会、震災予防協会の共
催による。
　同氏ら「液状化とその特徴」〔「平成１６年　新潟県中越地震被害調査報告会　梗概
集」（同報告会資料）５３～６０頁〕による。
写真５　噴砂の検出状況（１９Ｅ１１グリッド、西から）〔図版２２
頁より〕
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　古代に於ける、新潟県域の中心地がどこにあったのかについては、諸説があり、不
明な点も多い。そもそも、越後国の国司として類推できる最初の人物は、８世紀初頭
の威奈真人大村であるが、その本拠としていた「越後城」が初期段階における当国の
国衙的性格を持ったものとされている。その所在地については、磐舟柵か渟足柵が候
補として挙げられているが、つまり現在の下越地方である。その後、国府は南下し１０
世紀段階では既に頸城郡にあったとされる。越後城より頸城郡への国府移動の時期で
あるが、越後国から出羽国が分離された和銅５年（７１２）が契機ではないかとされて
いるが、これについては異論もある。つまり、旧三島郡寺泊町の横滝山付近に、８～
１０世紀初頭にかけて国府が置かれていたとするものである。又、頸城郡に移動してか
らも、その正確な所在地は明らかになっていない。当初は、頸城平野の北端に当たる
直江津付近に比定する考え方もあったが、その後、より内陸に入った頸城平野南部
（旧新井市国賀付近や旧妙高村今府付近等）とする見解も示され、現在に至るまで結
論を得るには至っていない〔『新潟県史』（新潟県）通史編１　原始・古代、１９８６年３月、
４３２～４４２頁参照〕。又、「延喜式」による善光寺街道の駅名から類推し、信濃国の国府
より北上して越後国へと至る経路から、沼辺（ぬまべ。現在の野尻湖付近）の次が越
後国府となっていることより、沼辺から４～５里（北方）の場所に越後国府を求める
考え方もある〔井上鋭夫氏『新潟県の歴史』（県史シリーズ１５、山川出版社）１９８９年９
月、３６～４０頁参照〕。しかし、当該「三代実録　巻七　清和天皇」に見える、「越中。越後」と
いう記載は、本文中でも指摘した如く、その被災地が両国の国境を挟んだ地域に想定
され（つまり「下越地方は除外」され）、若しそうであるとするならば、そこでの大被
害の発生が国司等によって現認されていたから被害の報告が朝廷に為されたのである、
と考える方が自然であって、その観点からもこの貞観５年段階（９世紀の中頃）では
既に国府は頸城郡内に移されていたと見て差し支えないであろう。
　『国史大辞典』（吉川弘文館）の「建築」の項参照。
　『新潟県史』通史編１　原始・古代、４５９～４６０頁参照。
　『新潟県史』同上、４７５頁参照。
　『新潟県史』同上、４７８、７０１～７０４頁参照。当該遺跡は、信濃川右岸の沖積世段丘縁辺
部にあり、段丘の崖下には豊富な湧水がある。この他、新潟県に於ける平安時代の竪
穴住居址としては、旧南蒲原郡下田村大字南中字五輪峠にある南中五輪峠（みなみな
かごりんとうげ）遺跡で、１棟が確認されている（同書６９６～６９８頁参照）。
　『新潟県史』同上、４７５～４７６頁参照。
　註参照。
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　ＩＳＳＮ　１３４３・４９７７
　『菅家文草　菅家後集』（日本古典文学大系７２、岩波書店）１９６６年１０月、５４９～５５２頁
参照。
　『カラー図説　医学大辞典』（朝倉書店）１９９５年４月、「インフルエンザ」の項、『南
山堂　医学大辞典』（南山堂）２００６年３月、「インフルエンザ」、「インフルエンザウイ
ルス」、「インフルエンザウイルス肺炎」、「インフルエンザ菌」、「インフルエンザ脳
炎」の項、『からだの百科事典』（朝倉書店）２００４年１０月、「１－８－３　ウイルス」、
「２－１２－３　ウイルス感染症」の項参照。
　『日本国語大辞典』（小学館）の「しわぶき【咳】」の項参照。
　『大漢和辞典』（大修館書店）の「咳」、「逆」の項、『古語大辞典』（小学館）１９８３年
１２月、「しゃくり【り】」の項参照。
　桓武天皇の同母弟である早良親王（さわらしんのう）のことで、桓武帝の皇太子と
なった。長岡京遷都を強行して大伴家持、大伴継人らによって射殺された藤原種継の
事件に連坐したとされ、淡路島に配流される途上、絶食して延暦４年（７８５）１０月に死
亡した。同１１年６月には、皇太子安殿親王の病気が早良親王の祟りによるものである
との卜占があり、同１９年７月には崇道天皇と追号されて京都の御霊神社に祭られた。
尚、『国史大辞典』の「早良親王」の項参照。
　伊予親王は桓武天皇の第三皇子で父帝よりも目をかけられていたが、後に謀反の罪
を着せられて、母藤原吉子と共に大和国城上郡の川原寺に幽閉され、大同２年（８０７）
１１月１２日に同母子は服毒自殺した。当該事件は、藤原仲成（大同４年４月に北陸道
「観察使」に昇任）が藤原宗成をそそのかして、平城天皇の皇太弟である神野親王
（嵯峨天皇）らを牽制しようとして引き起こしたものであるとされる。後に仲成は妹
である藤原薬子と共に平城天皇より重用されたが、弘仁元年（８１０）には平城上皇の
重祚を企図して失敗した、所謂「薬子の変」に於いて逮捕され、同年９月１１日に変の
首謀者として射殺された。尚、『国史大辞典』の「伊予親王」、「藤原仲成」の項参照。
　嵯峨天皇、空海と共に「三筆」と称される能書家として知られ、遣唐使に従って空
海、最澄らと入唐し、在唐時には空海による「三十帖策子」の書写を手伝ったことも
あった。承和９年（８４２）７月の「承和の変」に際して伴健岑と共にその首謀者とさ
れ、本性剥奪、伊豆国配流に処せられるが、彼には国家に反乱する理由も見当たらな
いことから、当該事件は冤罪であったとされている。結局、伊豆国へ向かう途上、遠
江国板築駅に於いて同年８月１３日に死去した。尚、『国史大辞典』の「橘逸勢」、「承
和の変」の項参照。
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　承和７年（８４０）から翌年にかけて筑前守として実際に現地へ赴任。在任中には新
羅国の商人であり軍人でもあった張宝高（張弓福、張保皐、張弓邑）と私交易を行な
い、その後も西国地方を根拠に交易、商業活動を行なっていた。そして同１０年１２月、
従者であった陽侯氏雄の密告により新羅商人と結託して反乱を企てたとして捕らえら
れ、伊豆国へ配流された。死去後、御霊会の祭神の一人とされた。尚、『国史大辞典』
の「張宝高」の項、及び『角川日本史辞典』（角川書店、１９９４年１１月）の「文室宮田麻
呂」の項参照。又、田中史生氏「承和期前後の国際交易―張宝高・文室宮田麻呂・円
仁とその周辺―」〔平成１３年度～１６年度科学研究費補助金基盤研究Ｃ「『入唐求法巡
礼行記』に関する文献校定および基礎的研究」（研究代表者：田中史生氏）所収〕によ
れば、文室宮田麻呂が受けた反乱の嫌疑は、皇位承継問題と結びつく「承和の変」の
余波であるとする従来よりの見解を支持された上で、彼の筑紫での国際交易、経済活
動を単なる私的活動として捉えるのではなく、当事の王権継承に関わる矛盾や対立と
深く結びついたものとして考える必要があると主張される。
　国史大系本（第１巻上）『日本書紀　前篇』（吉川弘文館）２０００年４月、による。　
　現在でも、「ない」、「なえ」、「ねー」等の形で九州、沖縄、東日本各地で当該発音を
行なう地域が点在し、周圏分布を見せる。尚、『日本国語大辞典』の「ない　なゐ
【地震】」の項参照。「名語記　四」には、「地動をなゐとなづけたり、心如何、答、な
ゐは地震とかけり、にはわりの反、庭破の義なり」とある。山口佳紀氏は「「なゐ」は、
古くは動詞「揺（よ）る」「振る」を伴って地震がする意を表した例が多く、のちに
「なゐ」単独で地震の意を示す例が現れる。従って、「なゐ」はもとは地面・大地の意
だった」とし、更に「「ゐ」は「雲居（くもゐ）」などの「ゐ」と同じか。なお、「な」
を大地の意の古語とする説もある。あるいは「に（土）」の母音交替形か。」と述べら
れる（『古語大辞典』の「なゐ【地震】」の項の「語誌」参照）。『語源大辞典』（東京
堂出版、１９９１年５月）の「ナイ【地震】」の項では、「ナイのナは土地のことで、イは
居（ゐ）の意との説がある。」とする。『日本語源大辞典』（小学館、２００５年４月）の
「ない［なゐ］【地震】」の項では、「ナヰフル（地震）の下略。ナは土の義。ヰは場所
や物の存在を明らかにする語尾」とし、続けて「ナイリ（泥犁）の略。ナイリは黄泉
の義」と説明する。又、小林平八郎氏は、仁徳天皇（４世紀）が耐震的居住方式（礎
石建物）を始め、それを民衆も真似たという日本書紀の記述を指摘した上で、「人間
生活に災害を発生する「ナイフル・地震」は人類が生活している「地面の内側から震
えが伝播して来ることにより地表では振るえる」との自然現象の第一歩は解明し明確
にされている。つまり地震の発生域は地下である明確化されている故、３世紀に基礎
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科学として明文化されている。」［「地震予知と地震予感の経験―地震多発国家の知的
貧乏人の存在―」〔『融合』（中央大学学員会支部学外大学教授白門会）№１９所収、２００８
年１月〕］と述べられるが、３～４世紀段階で建物の耐震化が進み、それを以って基礎
科学が存在したとするには、尚検討の余地があるものと思われる。
　寺子屋自体は１６世紀前半には既に存在したが、急速に普及して行くのは１７世紀の後
半からである。学習分野も、初期段階では読書、習字であった。尚、『国史大辞典』の
「寺子屋」の項参照。
　この当時の佐渡国の国司は、承和９年（８４２）７月２６日に権掾として正六位上藤原
貞庭が着任して以降、貞観、元慶年間に至る補任状況は不明である。宮崎康充氏編
『国司補任　第二』（続群書類従完成会）１９８９年１１月、２７２～２７４頁参照。
　『国史大辞典』の「兵庫」、「兵庫職」、「兵庫寮」の項参照。
　同氏「北の辺境・佐渡国の特質」〔『古代の越後と佐渡―環日本海歴史民俗学叢書１２』
（高志書院）２００５年３月〕の「兵庫震動と佐渡の神階叙位」の項参照。
　古代の日本に対して政治、経済、文化、軍事的な意味合いに於いて大きな影響を与
えたのは、中国・唐朝であるが、その唐も天宝十四載（７５５）の安史の乱を契機として
衰退期に入り、（ほうくん）の乱を経て９世紀後半には、王仙芝、黄巣の農民反
乱が勃発する等、戦乱の世となっていた。寛平６年（８９４）９月の遣唐大使菅原道真
による遣唐使停止の建議には、こうした東アジア情勢も一つの背景にあったとされて
いる。また、日本の隣国である朝鮮半島に拘わる情勢でも、貞観８年（８６６）閏３月に
発生した応天門の変以降、貞観１１年には新羅海賊による博多襲撃事件等もあって、日
本国内で親新羅勢力であるとされた人々に対する粛清や、日本国内に居住していた新
羅人（帰化人を含む）に対する弾圧が激しくなり、日朝関係では正規の国交や貿易関
係が途絶し、対立感情が激化していた。尚、『国史大辞典』の「唐」、「遣唐使」、「新
羅」の項参照。
　「三代実録　巻三十二　陽成天皇」同年１２月２１日条による。「能登佐渡両国並始置検非違使各
一人。帯剣把笏。」とあり、定員は一名であった。
　同年８月７日付太政官符［「類聚三代格　巻五　加減諸国官員並廃置事」〔国史大系本（第２５巻）
『類聚三代格　弘仁格抄』（吉川弘文館）２０００年１０月〕所収］による。佐渡国へ弩師一
名を置く理由について、同太政官符では「此国本夷狄之地。人心強暴。動忘礼義常好
致傷。」として、余り文明的ではない人々の存在を指摘し、これらの人々に対して“教
化活動”を行なう必要性があるとの、佐渡国の国司よりの要請に基づいた措置である
としているのである。少なく共、当国に於ける弩師設置は、相沢氏が指摘する様な対
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外的な理由よりも、寧ろ佐渡国が抱えていた国内的な固有の理由からそうした措置に
至ったと見た方が良さそうである。
　元慶４年８月７日付太政官符〔註（３０）参照〕より５日後に発給された８月１２日
（或は１３日か）付太政官符（「類聚三代格　巻五　加減諸国官員並廃置事」所収）には、「得越後国
解。此国東有夷狄之危。北伺海外之賊。防敵之兵。弩是為勝。（中略）教習其道以
備不虞。」とあって、越後国では内外情勢の緊迫化を受けて、国司よりの要請によって
史生一名を置く代わりに弩師を永く配置するという措置がとられている。当時の律令
政府は、佐渡国と越後国とを比較してみた場合、両国とも朝廷にとっては北辺の地で
あることには変わりがないのであるが、佐渡国は元々夷狄そのものであったとし、越
後国はそうした夷狄によって脅かされている地であるとの認識に立っていたことが窺
われるのである。
　「三代実録　巻十二　清和天皇」　貞観８年４月１８日条には、「若狭国言。納印公文庫並兵庫
鳴。下知国司曰。今月十六日。宣告彼国。戒慎兵戎。今言。兵庫自鳴。陰陽寮言。遠
国之人当有来投。兵乱天行。成相仍。益警衛兼防疫。」とあって、兵庫と共に、
印鑰（いんやく）や公文書を保管する倉庫でも鳴動があったとしているが、これは寧
ろ例外であろう。又、同記貞観１２年６月１３日条にも「大宰府言。肥前国杵嶋郡兵庫震
動。皷鳴二声。決之蓍亀（シキ）。可警隣兵。」とあり、外国よりの攻撃に備え警備を
厳重にせよ、という内容を、卜筮（ぼくぜい）を司る陰陽寮が報告している点に、こ
こでは注目をしなければならないであろう。つまり、客観的に現実的な海外情勢を収
集、分析してそのような対処をしていた訳ではなく、蓍亀（占い）の結果によって上
記のような対策を立て、対外政策を決していたという面もあったのである。
　神威的な力の存在（誇示）については、相沢氏が指摘する様に、貞観～元慶年間に
於いて、佐渡国内の諸神に対する神階奉授記事が集中していることをも併せて考えて
みた場合、外敵の侵入より王土を守護すべき境界神（ここでは佐渡国内の神々）を、
国家の下に再編したいという極めて政治的な意図が律令政府にあったと考えることに
は一定の必然性が認められる。ここでは、政府が兵庫等に於いて発生した一寸した異
変を神威的な力にすり替え、国家の境界を人々に強く認識させたい、その為に軍事施
設の象徴でもあった兵庫等で何かの震動が起こったと説明していたと見るのが寧ろ自
然なのかもしれない。
　註（２５）参照。
　『大漢和辞典』の「紫」の項、『日本国語大辞典』の「むらさき【紫】」の項参照。
　『気象科学事典』（東京書籍株式会社）１９９８年１０月、「暈」、「彩雲」の項、『新版　気
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象の事典』（東京堂出版）１９７４年９月、「暈」、「彩雲」、「太陽柱」の項、『平凡社版　気
象の事典』（平凡社）１９８８年４月、「彩雲」の項、『学術用語集　気象学編（増訂版）』
（日本学術振興会）１９８７年３月、２１３～２１４頁「３．雲の分類」参照。
　註（２５）参照。
　『日本国語大辞典』の「れんり【連理】」の項参照。
　註（３０）参照。
　『越佐史料』（巻２、名著出版）１９７１年７月、３８６頁所収。
　『新潟県史』通史編１　原始・古代、４６９頁参照。
　『大漢和辞典』の「紅」の項参照。
　『三国史記（全）』（国書刊行会）１９７３年２月、による。
　「後太平記　二十四」（『越佐史料』巻３、３４９～３５０頁所収）による。
　『平凡社版　気象の事典』の「黄砂」の項参照。
　『越佐史料』（巻２）、４３８頁所収。
　『北陸新幹線関係発掘調査報告書Ⅶ　用言寺遺跡Ⅱ』〔（新潟県埋蔵文化財調査報告
書　第１８３集）新潟県教育委員会・財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団〕２００７年
７月、参照。
　註の８１～９０頁参照。
　当該地震の発生を１３世紀以前とした根拠について、同報告書ではその拠り所とした
第４８図のⅡＢ層の年代は、出土した最も新しい年代の遺物を指標としている為である
とし、地震発生を１６世紀以降とする可能性が全く無い訳ではないとも指摘する。
　『理科年表　平成１７年　机上版』（丸善株式会社）２００４年１１月、「日本のおもな気象災
害」の表参照。
　付記：本稿は、平成１８年度新潟産業大学特別研究費による研究〔特別研究代表者：小
林　健彦、研究課題：新潟県域に於ける災害（地震、風水害等）の歴史と、そ
れに対する人々の対処法に関する研究〕の実施に際し、その研究成果の一部を
まとめたものである。
